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62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係
者とのつながりが拡がったり深まり、事業所の理
解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

利用者は、職員が支援することで生き生きした表
情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

4. ほとんど掴んでいない

63
3. 家族の１/３くらいと

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

平成 ２７年 ７月 ２５日

取 り 組 み の 成 果
↓該当するものに○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの

4. ほとんどできていない

2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの

評価結果市町村受理日平成 ２７年 ７月 ８日 平成 ２７年 ９月 １６日

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

大阪市中央区中寺１丁目１－５４ 大阪社会福祉指導センター内

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目） ※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項 目
取 り 組 み の 成 果

↓該当するものに○印
項 目

訪問調査日

1 自己評価及び外部評価結果

2775201003

法人名 なにわ保健生活協同組合

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 医療福祉生協が運営しているグループホームです 法人全体で医療と介護の連携がなされており、
日々の体調変化に際しては地域の医療機関との連携も含め即応しています又訪問リハビリや訪問歯科
等も利用しながら生活のしやすさを探っています認知症専門医とも連携し認知症の周辺症状への配慮
も行っています 少しずつではありますが、地域とのかかわりを深めてきており、施設完結型にならな
いように配慮しています 日々の生活の中では、会話を重視し、ご本人の言葉を聞き取る様にしていま
す 傾聴ボランティアやアロマテラピー等を利用し楽しみづくりを行っています 今後は地域の方々が
もっと気軽に立ち寄って頂けるホームつくりを目指しています

びろうじゅ高倉事業所名

自己評価作成日

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
地域に密着した生協が運営している、１ユニット９名のグループホームです。ホーム名の「びろうじゅ」は、「美しく老
いる樹」という意味です。管理者は、様々な課題を真摯に受け止めながら、利用者に安全に安心して過ごしていた
だけるよう、システムづくりに努めています。また、この１年間で地域との繋がりが拡がり、町会や婦人会の協力を
得て、運営推進会議が定着してきました。職員は、認知症による様々な行動が、ケアによって変わることを実践から
体験し、利用者との関わりを大切にしながら、ゆっくりと利用者のペースに合わせたケアに取り組んでいます。また、
寝たきりにならないよう、レクリエーションへの取り組みにも力を入れています。職員間の気づきを大切にしながら、
１０分間カンファレンスを行い、情報の共有を図り、利用者の立場に立ったケアを目指しています。、車いすの利用
者も増えてきましたが、おやつ作りや外出など、楽しみに繋がる支援を目指しています。

基本情報リンク先

大阪市都島区高倉町２丁目3-4所在地

社会福祉法人大阪府社会福祉協議会

所在地

評価機関名

http://www.kaigokensaku.jp/27/index.php?action_kouhyou_detail_2014_022_kani=true&JigyosyoCd=2775201003-00&PrefCd=27&VersionCd=022

1 社会福祉法人大阪府社会福祉協議会



大阪府 びろうじゅ高倉 2015 年 9 月 2 日

社会福祉法人大阪府社会福祉協議会2

自 己 評 価 お よ び 外 部 評 価 結 果

自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営

1 1

○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた

事業所理念をつくり、管理者と職員は、

その理念を共有して実践につなげてい

る

昨年の外部評価のご指摘を受け

遅々として進まないながら、職員会議

や職員アンケート等を行いながら、自

分達の理念自分達の言葉で作り出そ

うとしている所である

法人の理念として、「認知症によって自

立した生活が困難になっても、安心と

尊厳のある生活を営むことを支援する

ための知識と技術を持って、家庭的な

雰囲気の中での個々の生活歴を大切

にしながら残された機能の低下防止に

努めます」を掲げています。現在、職

員にアンケートを行い「ケアで大切にし

ていること」などから、自分たちの目指

すケアについて話し合い、グループホ

ーム独自の理念を検討しています。

2 2

○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続

けられるよう、事業所自体が地域の一

員として日常的に交流している

地域行事に参加したり、地域の中学校

の職場体験実習の受け入れを継続し

て行っているが、日常的な交流に関し

ては不充分である

自治会に加入し、回覧板を通じて地域

の行事、夏祭り、近隣幼稚園の桜祭り

や健康教室、子ども会の廃品回収な

ど、地域行事の予定を情報として得て

おり、地域と繋がるように努めていま

す。近隣中学生の職業体験の受け入

れや、オカリナ、傾聴ボランティア等の

受け入れもしています。また、近隣の

スーパーへ買い物に出かけています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

3

○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げてい

る認知症の人の理解や支援の方法を

地域の人々に向けて活かしている

地域の方々に向けて法人として認知

症サポーター養成講座などを開催した

り、生協組織の活動の一環として組合

員さんからの情報を元に相談にのって

いる

4 3

○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービス

の実際、評価への取り組み状況等につ

いて報告や話し合いを行い、そこでの意

見をサービス向上に活かしている

定期的開催が出来て来ており、参加

人数も少しづつ増えて来ている そこ

での意見をサービス向上に活かすよう

にしている

運営推進会議は、規程・規約を作成

し、定例日を決めることで、２ヵ月に１

回開催するようになりました。会議は、

婦人部長、町会長、地域包括支援セン

ター職員が参加しています。平日昼間

の会議であり、家族が参加できない場

合もありますが、毎回開催についての

案内や報告を行っています。運営推進

会議では、利用者の状況やホームが

抱えている課題などを報告し、会議で

意見を聞き、運営に反映しています。

5 4

○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取

り、事業所の実情やケアサービスの取

り組みを積極的に伝えながら、協力関

係を築くように取り組んでいる

新規入所に関して、地域会議での結

果をご報告頂き、連携しながら入所の

時期を探っている 又、昨年の介護事

故については速やかに行政へ報告し

顛末についても報告書を提出している

市の実施する事業者連絡会に参加

し、地域の事業所と交流を図る等、情

報交換を行っています。地域包括支援

センターと連携を図り、キャラバンメイ

トの取り組みや地域ケア会議などへの

参加をしています。事故が発生した場

合は、事故の要因分析や対応策を含

め、速やかに市へ相談、報告を行って

います。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

6 5

○身体拘束をしないケアの実践

代表者および全ての職員が「指定地域

密着型サービス指定基準及び指定地域

密着型介護予防サービス指定基準にお

ける禁止の対象となる具体的な行為」を

正しく理解しており、玄関の施錠を含め

て身体拘束をしないケアに取り組んでい

る

身体拘束に関して職員へ情報を周知

し、必要書類の開示や記録の必要性

に関しても話し合いを重ねている

管理者は、指定基準における禁止の

対象となる拘束行為を理解し、学習会

を実施しています。転倒予防のために

ベッド柵などを使用する場合は、利用

者家族の承諾を得た上で、書面での

確認を取り実施しています。また、

日々のケアの中で言葉遣いや対応な

ど、気になる事があれば注意をしてい

ます。現在、ホームの玄関は、新規の

利用者や離設する利用者への安全面

に配慮し、施錠しています。

今後も利用者の状態を把握し、カンファ

レンスを定期的に実施することで、ベッド

柵や玄関の施錠について話し合い、検

討を重ねていくことが期待されます。

7

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連

法について学ぶ機会を持ち、利用者の

自宅や事業所内での虐待が見過ごされ

ることがないよう注意を払い、防止に努

めている

虐待についての冊子を職員に配布し

職員の言動やケアのありようも含め

その場で伝えるようにしている

8

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事

業や成年後見制度について学ぶ機会を

持ち、個々の必要性を関係者と話し合

い、それらを活用できるよう支援してい

る

学ぶ機会は不充分である

地域社協のあんしんサポートを入居後

も継続して利用させて頂いており

ご本人の安心につなげている
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

9

○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約また改定等の際は、

利用者や家族等の不安や疑問点を尋

ね、十分な説明を行い理解・納得を図っ

ている

契約に関しては十分に面談を重ね、体

験入所の制度を準備し不安の解消に

努めている契約締結に関しても十分に

時間をかけ読み合わせをしながら十分

な説明をしながら理解、納得を得てい

る

10 6

○運営に関する利用者、家族等意見の

反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者

や職員ならびに外部者へ表せる機会を

設け、それらを運営に反映させている

1 回/週のカンファレンスに利用者自身

が参加したり、不定期開催の家族会な

どで利用者やご家族の意見を聞く機会

を持っており、それを運営に活かして

いる

家族会があり、家族同士が顔見知りに

なるように、年に１～２回事業所主導で

開催しています。利用者の状況に変化

があった時は、家族と密に連絡を取る

ようなシステムづくりにも力を注いでい

ます。家族の来訪時には、会話を大事

にし、意見・要望を聞く機会としていま

す。

11 7

○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員

の意見や提案を聞く機会を設け、反映さ

せている

1回/月の職員会議や契約更新時の面

談時に意見を聞く機会を作っている

日常的にも申し送りの時間やケアの場

面で意見ｂを聞く様にしている

職員会議は毎月開催しており、職員の

要望や意見を交換する場になっていま

す。管理者は「仕事をしていてうれしい

こと、大事なこと」などアンケートを行

い、それを基に個人面談を実施してい

ます。法人内部には、アセッサー制度

があり、客観的な介護の評価を行う中

で、法人全体としての基準を保ち、職

員の意識の向上を図っています。法人

内の異動についても、希望があれば検

討しています。



大阪府 びろうじゅ高倉 2015 年 9 月 2 日

社会福祉法人大阪府社会福祉協議会6

自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

12

○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や

実績、勤務状況を把握し、給与水準、労

働時間、やりがいなど、各自が向上心を

持って働けるよう職場環境・条件の整備

に努めている

事業所報告書の提出や管理者会議で

報告している 契約更新に際し介護部

長とも相談しながら面談を進めている

職員アンケートなども実施し職員の把

握に努めている

13

○職員を育てる取り組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりの

ケアの実際と力量を把握し、法人内外

の研修を受ける機会の確保や、働きな

がらトレーニングしていくことを進めてい

る

代表者が詳細に職員の力量を把握し

ている訳では無いが管理者に一任し

通信教育の推奨や研修参加、職場で

のジョブトレーニング等すすめるよう

支援している

14

○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交

流する機会を作り、ネットワークづくりや

勉強会、相互訪問等の活動を通じて、

サービスの質を向上させていく取り組み

をしている

医療生協連の事業所間での学習会や

交流集会へ参加などを勧め、法人独

自でも講習会を開催し職員が参加出

来る機会を作っている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15

○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っ

ていること、不安なこと、要望等に耳を

傾けながら、本人の安心を確保するため

の関係づくりに努めている

入所前面談へはケアマネや職員等複

数で伺いリロケーションダメージにより

不安が増幅しないよう関係づくりを密

にしご本人の言動に注視しアセスメン

トする事でその情報を他の職員間で共

有しケアの統一を図っている
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

16

○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が

困っていること、不安なこと、要望等に

耳を傾けながら、関係づくりに努めてい

る

入所前面談では、ご自宅まで伺いご本

人の生活ｊ環境を把握し、十分な話し

合いを重ねながら情報収集を行ってい

る ご家族支援もご本んとの関係つくり

に不可欠との事を職員間で共有してい

る

17

○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家

族等が「その時」まず必要としている支

援を見極め、他のサービス利用も含め

た対応に努めている

サービス導入前には十分な面談を行

いご本人の真のニーを探る様にしてい

る必要があれば法人内のサービスを

伝えご本人に適したサービスを選択で

きるように情報提供している

18

○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場

におかず、暮らしを共にする者同士の

関係を築いている

ホームでの生活はご本人主体の場で

あり、ご自宅で営まれて来た様に日常

生活が営まれるように支援している

19

○本人を共に支えあう家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場

におかず、本人と家族の絆を大切にし

ながら、共に本人を支えていく関係を築

いている

面会時や定期的なカンファレンスの時

にはホームでの在り様をご報告し時に

はご自宅での関わり方などを聞き取り

ながら暮らしやすさを探っている
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

20 8

○馴染みの人や場との関係継続の支

援

本人がこれまで大切にしてきた馴染み

の人や場所との関係が途切れないよ

う、支援に努めている

面会時間などは特に設けておらず、常

識の範囲内であれば例え食事時間で

であっても同席頂き、行事やレクレー

ションなどにも参加頂き関係が継続で

きるように支援している

地域に住んでいた方が入居し、利用者

の知人もホームに来訪しています。ま

た、おやつや食材など、馴染みの商店

街やスーパーに買い物にでかけてい

ます。ホームの前での神輿の巡行は、

地元の利用者にとって馴染みの風景

であり、恒例行事となっています。

21

○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひと

りが孤立せずに利用者同士が関わり合

い、支え合えるような支援に努めている

リビングでの座席に配慮し時ｊにコミュ

ニケーションの不十分さから来るトラブ

ルも個々感情の発露と捉え職員が補

いながら良好な関係つくりに努めてい

る

22

○関係を断ち切らない取り組み

サービス利用（契約）が終了しても、これ

までの関係性を大切にしながら、必要に

応じて本人・家族の経過をフォローし、

相談や支援に努めている

この一年の契約終了に関しては、ご逝

去される事が続き、ご葬儀へ参列させ

て頂いたりしている
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅲ.その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意

向の把握に努めている。困難な場合

は、本人本位に検討している

日常的にご本人の言葉に耳を傾け聞

き取るようにしている 理解し辛い時に

でも表情やしぐさから読み取るようにし

ている

できるだけコミュニケーションを図るよ

うに心がけ、利用者の思いや意向を聞

き取り、記録に残しています。認知症

の症状により、行動が落ち着かない利

用者もいましたが、なぜ、そのような行

動をとるのかを考え、その人の生活歴

から暮らしの全体像を把握し、得意な

ことを引き出すことで、落ち着きを取り

戻した方もいます。

24

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし

方、生活環境、これまでのサービス利用

の経過等の把握に努めている

生活歴の把握や家族からの情報収集

している 又日頃のご本人の言動など

からご本人の人となりを汲取る様にし

ている

25

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状

態、有する力等の現状の把握に努めて

いる

日々のケアでご本人の言動に注視し

いつもと違う事に気づいた時には

その日の職員間で情報を共有し

心身状態等の把握に努めている
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

26 10

○チームでつくる介護計画とモニタリン

グ

本人がより良く暮らすための課題とケア

のあり方について、本人、家族、必要な

関係者と話し合い、それぞれの意見や

アイデアを反映し、現状に即した介護計

画を作成している

1回/週の10分カンファでケアマネを中

心にして、利用者一人々ケアについて

話し合いを重ねている 又ご家族にも

担当者会議に参加頂きご意見を頂い

ている

日常の会話をケアに繋げるよう、毎週

１回、１人ずつ１０分間カンファレンスを

実施し、情報を共有しています。カンフ

ァレンスやモニタリングを行い、介護計

画は６ヵ月毎、変化がある時はその都

度見直しを行っています。ケアマネジャ

ーは計画の見直しの際に事前に家族

と話し合い、利用者の思いを大切にし

ながら、楽しみに繋がるような支援を

目標に掲げています。

更なるステップとして、入居後に得られた

利用者のできる事や楽しみに繋がる情

報を、職員が共有できるよう整理しては

いかがでしょうか。

27

○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づ

きや工夫を個別記録に記入し、職員間

で情報を共有しながら実践や介護計画

の見直しに活かしている

介護日誌の記録や支援経過に特記事

項を記載し、日々の申し送り時にも

個々のケアの気づきや功罪について

申し送りを行い介護計画の見直しに活

かしている

28

○一人ひとりを支えるための事業所の

多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれ

るニーズに対応して、既存のサービスに

捉われない、柔軟な支援やサービスの

多機能化に取り組んでいる

法人内のサービスだけでなく必要があ

れば外部のサービス利用を取り入れ

その時々に応じたサービス利用に取り

組んでいる
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

29

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資

源を把握し、本人は心身の力を発揮し

ながら安全で豊かな暮らしを楽しむこと

ができるよう支援している

近隣には公園や商業施設もあり、出来

るだけ豊かな暮らしを支えられるように

と思っているが、ままならない事も事実

である

30 11

○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切

にし、納得が得られたかかりつけ医と事

業所の関係を築きながら、適切な医療

を受けられるように支援している

入所にあたり、既存のかかりつけ医を

ご利用いただくことも可能とお伝えして

いる 現在 1 名様は、歯科往診に関し

て既存の歯科をご利用されている

法人内クリニックの医師がホームの主

治医になっており、主治医は月に２

回、訪問看護師は週に１回ホームに訪

問し、利用者の健康管理を行っていま

す。主治医や訪問看護師とは夜間や

緊急時を含めて、いつでも相談できる

体制が整っています。ＦＡＸで、日常的

に利用者の状態について連絡を取り、

医師より指示を受けています。また、

歯科や皮膚科、精神科など、利用者の

状態に合わせて往診を依頼していま

す。

31

○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた

情報や気づきを、職場内の看護職や訪

問看護師等に伝えて相談し、個々の利

用者が適切な受診や看護を受けられる

ように支援している

1回/週の訪問看護訪問時には各利用

者について相談をしたり、日々の体調

変化に関しては随時法人内クリニック

と連携を取り適切な指示を受けて対応

している
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

32

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療で

きるように、又、できるだけ早期に退院

できるように、病院関係者との情報交換

や相談に努めている。あるいは、そうし

た場合に備えて病院関係者との関係づ

くりを行っている

入院に際しては、必ず付き添い介護サ

マリーの提供等を行っている

主治医カンファレンスに折には、ご家

族様と同席させて頂き、情報収集する

ようにしている 又長期化する場合は

時に面会に伺ったりしながら、病棟Ｎｓ

やＭＳＷと今後の方向性について話し

合いを行っている

33 12

○重度化や終末期に向けた方針の共

有と支援

重度化した場合や終末期のあり方につ

いて、早い段階から本人・家族等と話し

合い行い、事業所でできることを十分に

説明しながら方針を共有し、地域の関

係者と共にチームで支援に取り組んで

いる

入居時には、看取り指針に基づいた説

明を行い同意を得ている 実際にそう

した状況になった場合は、各方面より

情報を収集し見取りの為の計画を作

成しホームでのケアの在り方を示す事

としている

入居時に「重度化した場合における

（看取り）指針」をもとに説明し、同意を

得ています。利用者の状況に変化が

あり、家族が希望した場合は、連携す

る医療機関や家族の協力を得ながら

ホームでの看取りを行う考えでいま

す。管理者は、看取り支援について、

職員が不安を感じることがないよう、職

員研修を実施していく予定です。

34

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、

全ての職員は応急手当や初期対応の

訓練を定期的に行い、実践力を身に付

けている

緊急マニュアルを作り手順を示してい

るが、定期的な訓練は、行えていない
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

35 13

○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜

を問わず利用者が避難できる方法を全

職員が身につけるとともに、地域との協

力体制を築いている

運営推進会議でいつも課題として挙げ

ているが、地域との協力体制は築けて

いない 近隣ご家族の協力は要請して

いる

避難訓練は年に２回実施しています

が、夜間を想定した訓練は実施できて

いない状況です。職員は、消火器の設

置場所や避難経路について認識して

います。非常災害時の備蓄品につい

て、水や食料品を事務所内やキッチン

に常備しています。

年２回の避難訓練は実施していますが、

うち１回は夜間想定の訓練の実施が求

められます。夜間の人手の少ない時間

帯を想定した訓練には、地域の方の協

力が不可欠となるため、運営推進会議

の開催に合わせて、地域住民との関わり

を意識した取り組みを始めてはいかがで

しょうか。

Ⅳ.その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14

○一人ひとりの尊重とプライバシーの確

保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプラ

イバシーを損ねない言葉かけや対応を

している

日々のケアでの呼びかけや言葉かけ

で不適切な場面があればお互いに注

意し合う様にしている

利用者との日々の関わりの中で、不適

切な声掛けや言葉使いなどがあれ

ば、その都度注意しています。職員

は、利用者のペースに合わせて、ゆっ

くりとおだやかな言葉かけを意識して

接しています。

37

○利用者の希望の表出や自己決定の

支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表

したり、自己決定できるように働きかけ

ている

常に問いかけを行い利用者の意向を

確認している 言葉で表現されない場

合も表情やしぐさで意向を汲取るよう

にしている

38

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するので

はなく、一人ひとりのペースを大切にし、

その日をどのように過ごしたいか、希望

にそって支援している

一日の流れは大まかに決まっている

が、利用者のその日の心身状況により

臥床する時間を作ったり、食事時間な

ども柔軟に対応している
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

39

○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれがで

きるように支援している

手持ちの衣類の中から選んで頂ける

ように問いかけたり、嗜好品や髪形等

その人らしさが損なわれないよう配慮

している

40 15

○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひ

とりの好みや力を活かしながら、利用者

と職員が一緒に準備や食事、片付けを

している

食事の準備や後片付け等職員と一緒

に行って頂いている おやつや季節の

メニュー等好みを確認しながら食事を

楽しむ雰囲気つくりを行っている

法人内に配食センターがあり、栄養士

が立てた献立により、調理された副食

が毎日昼・夕と届けられます。ご飯と

味噌汁は、ホームで利用者と共に作っ

ています。盛り付けやテーブル拭きな

ど、できることを手伝ってもらっていま

す。年に数回は外食へ出かけたり、ホ

ーム内で簡単なおやつを作ったりする

こともあります。職員は介助の必要な

入居者に寄り添い、さりげなく会話を引

き出しながら、楽しい食事風景を作り

上げています。

41

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一

日を通じて確保できるよう、一人ひとり

の状態や力、習慣に応じた支援をして

いる

食事量や水分量は一日を通して記録

し管理している 法人内の配食センタ

ーを利用し、管理栄養士の作成した献

立を召し上がって頂いている 食事形

態もご本人の摂取状況に合わせて提

供している
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

42

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、

毎食後、一人ひとりの口腔状態や本人

の力に応じた口腔ケアをしている

毎食後口腔ケアを行っている

1回/週の歯科往診時には歯科医師や

歯科衛生士による口腔ケアを実施し誤

嚥性肺炎の予防と口腔内の清潔を保

持している又ケアの仕方等指導頂き

時に舌ブラシを使ったりしている

43 16

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、

一人ひとりの力や排泄パターン、習慣を

活かして、トイレでの排泄や排泄の自立

にむけた支援を行っている

排泄表で排泄状況を管理し、排泄パタ

ーンを把握している トイレでの排泄を

重視しており定時誘導やご本人の意

思表示を観察し誘導している 安易に

オムツを装着せず排泄能力の低下を

防いでいる

利用者一人ひとりの排泄パターンを把

握し、排泄チェック表を活用して、トイレ

で排泄できるよう誘導しています。利

用者の様子を見ながら、リハビリパン

ツから、布パンツに変更した利用者も

います。排泄回数は、ケース記録に残

しています。また、夜間のみベッドサイ

ドにポータブルトイレを設置し、使用し

ている利用者もいます。

44

○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲

食物の工夫や運動への働きかけ等、

個々に応じた予防に取り組んでいる

排泄表により排便チェックを行い緩下

剤を併用しながらも十分な水分摂取を

促し野菜や果物、ヨーグルト等を摂っ

て頂いて自然な排便を心掛けている
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

45 17

○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせ

て入浴を楽しめるように、職員の都合で

曜日や時間帯を決めてしまわずに、

個々にそった支援をしている

出来るだけ入浴の希望に沿えるよう配

慮しているが、十分とは言えない

唯無理強いはせず気分良く入浴できる

様に配慮している

入浴は、利用者の習慣や希望に応じ

て対応しています。浴室にはリフトを設

置しており、車いすの利用者も座位で

入浴できる環境を整えています。認知

症の症状から拒否する方や、利用者

の体調等により、入浴が週１～２回に

なることもあります。しかしながら、清

拭や足浴等を実施し、清潔保持に努

めています。また、入浴を好まない利

用者に対しては、コミュニケーションを

図る中で、入浴へつながるよう段階的

に働きかけています。以前、夜間入浴

を毎日希望する利用者に対して、家族

の協力を得て夜間入浴も実施していま

した。

46

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状

況に応じて、休息したり、安心して気持

ちよく眠れるよう支援している

画一的な寝具は使用せずご自宅から

持参頂いた寝具を使用頂いている

灯りや室温にも配慮し眠りやすい環境

作りに努めている 又体調に合わせ臥

床頂いたり、午睡して頂いたりしている
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

47

○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や

副作用、用法や用量について理解して

おり、服薬の支援と症状の変化の確認

に努めている

職員がいつでも確認出来るように薬フ

ァイルを作成しており常に情報を更新

している 服薬に関しては個別ＢＯＸに

て管理し誤薬を防いでいる

緩下剤や高圧剤の服用に関しては随

時状態把握をしながら変化があれば

服用について主治医に指示を仰ぎな

がら対応している

48

○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせる

ように、一人ひとりの生活歴や力を活か

した役割、嗜好品、楽しみごと、気分転

換等の支援をしている

職員はしっかりと利用者の言葉を聞き

取り会話を重ねる事でご本人の意向を

汲取り楽しい時間が過ごせるよう工夫

うをしている

49 18

○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸

外に出かけられるよう支援に努めてい

る。又、普段は行けないような場所で

も、本人の希望を把握し、家族や地域

の人々と協力しながら出かけられるよう

に支援している

買い物同行や外気浴、外食等いろん

な場面を提供するように工夫している

年に数回ではあるがご家族を交えて

花見や公園見学などへ出かける様に

しているがお一人々のその日の希望

に即した支援は出来ていない

車いすの利用者が増え、外出が困難

となってきた中でも、利用者の楽しみと

して、菖蒲園や桜祭り、夏祭りなどに

出かけています。職員は、利用者の重

度化により、外出の機会が少ないこと

を意識しており、利用者に外へ出る機

会をできるだけ提供したいと考えてい

ます。

日常的に外気に触れる機会を増やすた

め、近隣への散歩や利用者一人ひとり

の希望に応じて、ボランティアや家族の

協力を得て、個別外出に取り組まれては

いかがでしょうか。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

50

○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切

さを理解しており、一人ひとりの希望や

力に応じて、お金を所持したり使えるよ

うに支援している

日常的にお金を使う事は出来ていない

が、ご本人の希望に沿ってご一緒に嗜

好品を買いに行ったりしている お小

遣い程度の金額を預かり管理者が出

納帳で管理し毎月ご家族に報告してい

る

51

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本院自らが電話をし

たり、手紙のやり取りができるように支

援している

電話はいつでも使用出来るようにして

いる 手紙のやり取りは難しいが日

記をつけておられる方があり、ご家族

様が来られた時に見て頂いている

52 19

○居心地のよい共有空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、

食堂、浴室、トイレ等）が、利用者にとっ

て不快や混乱をまねくような刺激（音、

光、色、広さ、温度など）がないように配

慮し、生活感を採り入れて、居心地よく

過ごせるような工夫をしている

生活空間では、室温や灯りにも配慮し

混乱の無いようにしている 花や写

真、 習字やはり絵等の作品を飾った

りして暖かい雰囲気つくりをしている

ホーム内に、３ヵ所のトイレがありま

す。リビングにはテーブルが配置して

あり壁側の棚には、レクリエーション用

の道具が、自由に使用できるように置

いてあります。壁には、利用者と一緒

に作成した作品や外出時の写真を掲

示しています。近隣と密接した住宅街

にある建物は、リビングに坐ると隣接

の壁を利用した草花の植木を飾ってあ

り、視覚からも楽しめるよう工夫をして

います。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

53

○共用空間における一人ひとりの居場

所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の

合った利用者同士で思い思いに過ごせ

るような居場所の工夫をしている

玄関前にはソファーを置き死角になる

スベースを確保している

食事時間以外では座席を固定せず自

由に座って頂いている ご本人の希望

があれば居室に戻り、様子観察しなが

ら一人で過ごす時間を作っている

54 20

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や

家族と相談しながら、使い慣れたものや

好みのものを活かして、本人が居心地

よく過ごせるような工夫をしている

居室にはエアコン、洗面台、クローゼッ

トのみを配しており、入居に際しては出

来るだけ自宅で使用されていたなじみ

の物をお持ち頂いている 家族写真や

日めくり等を置いたりして居心地の良

い生活空間つくりをしている

居室には、クローゼット、ベッド、洗面

台を備えつけています。利用者は入居

前の生活環境を継続できるように、机

や椅子、タンスなど使い慣れた家具を

持参しています。また雑誌や写真、テ

レビ、ぬいぐるみなど、身の回りの馴

染みの物を、自由に持ち込んでいま

す。希望すれば携帯電話も可能です。

異食のある利用者の居室は、安全の

ため手の届く範囲に物を置くことは避

けていますが、今後、空間を利用して

の工夫を検討する予定です。また、居

室の扉には、色の異なるデザインが施

され、自室が分かるように工夫されて

います。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

55

○一人ひとりの力を活かした安全な環

境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」

「わかること」を活かして、安全かつでき

るだけ自立した生活が送れるように工

夫している

居室には、表札を掲げ、扉は色分けさ

れており、ご自分の部屋と解る様にし

ている トイレや浴室などは表示し出

来るだけ解り易い位様にしている


